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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ポリ(ADP-リボシル)トランスフェラーゼ様タンパク質1をコードしており、ポリ(ADP-リボシル)化反応を触媒することができます。このタンパク質は、ポリ(ADP-リボシル)トランスフェラーゼの触媒ドメインと相同性のある触媒ドメインを有していますが、ポリ(ADP-リボシル)トランスフェラーゼのC末端触媒ドメインを活性化するN末端DNA結合ドメインを欠いています。このタンパク質はDNAに直接結合できないため、そのトランスフェラーゼ活性は、広範なカルボキシル末端を介したタンパク質間相互作用など、他の因子によって活性化される可能性があります。 [RefSeq 提供、2008 年 7 月],触媒活性:NAD(+) + (ADP-D-リボシル)(n)-アクセプター = ニコチンアミド + (ADP-D-リボシル)(n+1)-アクセプター,類似性:BRCT ドメインを 1 つ含む,類似性:PARP アルファヘリカル ドメインを 1 つ含む,類似性:PARP 触媒ドメインを 1 つ含む,類似性:VWFA ドメインを 1 つ含む,細胞内局在:核内にも存在し、有糸分裂紡錘体に関連している,サブユニット:ボールト リボ核タンパク質粒子の構成要素で、少なくとも MVP、PARP4、および 1 つ以上のボールト RNA (vRNA) から構成される。MVP に結合し、TEP1 と関連する,組織特異性:広く発現しており、腎臓で最も高レベルである心臓、胎盤、肺、肝臓、骨格筋、脾臓、白血球、膵臓でも検出されます。
	研究分野
	塩基除去修復;
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	PARP4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	FAF1 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

